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TOEFL iBT テスト対策講座

〔講座概要・特色〕

Speaking、Writingの能力を向上し、TOEFL iBTⓇテストのスコアアップを目指す。

上ケ原
R

〔カリキュラム・スケジュール〕

■協力:総合教育機関ECC

TOEFL is a registered trademark of Educational Testing Service(ETS). 
This article is not endorsed or approved by ETS.

募集定員 募集締切

受 講 料

●春季・夏季集中 : 各２0名 ●春季 : 4月15日（木）●夏季集中 : 7月28日（水）
在学・卒業生 : 34,000円／一般 : 37,000円（全て教材費を含む）

春季

実力診断テスト
Media　スキミングとスキャニング
Overcoming Obstracles　概要と詳細
Medicine　類推
Natural Disasters　常識　正当な論理で考える
Conservation　文脈を利用して意味をつかむ
Philanthropy　パラフレーズ
Education　要約と例示 比較と対照
総復習
Media
Overcoming Obstracles
Medicine
Natural Disasters
Conservation
Philanthropy
Education

4月

5月

6月

23日（金）
10日（月）
13日（木）
17日（月）
20日（木）
24日（月）
27日（木）
31日（月）
3日（木）
7日（月）
10日（木）
14日（月）
17日（木）
21日（月）
24日（木）
28日（月）

18:50～20:50

18:50～20:20
月 日 時間 講座内容

夏季集中

実力診断テスト

リーディングセクション攻略法、
パラグラフリーディングの練習
リスニングセクション攻略法、メモの取り方習得
同義語選択問題攻略法、文章挿入問題攻略法、パッセージの構成
ディクテーションの練習、消去法による選択肢の絞り方
Further practice and guidance
Independent Task攻略法 ５W１Hに慣れる
Integrated Task攻略法　時間配分
イントネーションの重要性
理論性の重視、アカデミックな文章作成能力
Further practice and guidance

4日（水）

23日（月）

24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）
30日（月）
31日（火）
1日（水）
2日（木）
3日（金）

9:30～12:30

9:30～11:00
月 日 時間 講座内容

〔TOEFL iBTⓇテストの内容〕

本講座受講料にTOEFL iBTⓇテスト受験料は含まれません。

※Reading、Listeningは日本人講師、Speaking、Writingは外国人講師が担当します。

制限時間 問題数 最低点 最高点

Reading

Listening

Speaking

Writing

Total

54～72分

41～57分

17分

50分

約3時間

30～40問

28～39問

4課題

2課題

58～79問、6課題

0点

0点

0点

0点

0点

30点

30点

30点

30点

120点
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対
面

8月

9月

　本講座は、北米やヨーロッパの大学への留学を目指していて、TOEFL iBTⓇテ
ストにおいて、52点～60点（TOEFL ITPⓇテストスコア約500点～550点）
というレベルの人が、まず65点～70点を目指すカリキュラムです。
　TOEFL iBTⓇテストでは、TOEFL ITPⓇテストとは異なり、自分の考え、意見をアウ
トプットするためのSpeaking、Writingの能力向上が最大の課題です。本講座で
は同じテーマを扱いながら、Read ing、Listen ing対策を日本人講師、

Speaking、Writing対策を外国人講師が担当します。Reading、Listeningにつ
いては、よりきちんとした理解のもとにスコアをアップさせるコツを身につけ、
Speaking、Writingは、外国人講師によってより自然かつ適切な英語表現ができ
ることを重点的に学びます。授業は原則としてAll Englishで行い、Writingの個
別チェックもあります。
※TOEFLⓇテストについては、P.24を参照してください。


